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論 文 の 内 容 の 要 旨

カンピロバクター属は微好気性のグラム陰性らせん状菌で,健康な動物が腸管内に保菌

している｡一方でCαmpy加αCJeりむU乃iおよびC.coJは人の急性腸炎の原因菌であり,

人は加熟不十分の鶏肉の摂取などにより,GJ匂加雨およびC.coJfに感染することが多い｡

近年,食用動物において使用された抗菌性物質により選択された薬剤耐性菌や薬剤耐性遺

伝子が,人の健康に影響を及ぼしているとして食用動物に対する抗菌性物質の使用を規制

すべきではないかという議論がなされている｡そこで,わが国におけるカンピロバクター

の薬剤感受性や農場における動向,家畜由来株を人由来株と比較することにより,日本に

おけるカンピロバクターの薬剤耐性の実態,ブロイラーや人の感染源を解析した｡

家畜由来カンピロバクターの薬剤感受性モニタリングするため,1999年6月から

2001年3月に全国47都道府県の家畜の糞便由来カンピロバクター468株を収集し,薬

剤感受性を調べた｡カンピロバクターはオキシテトラサイクリンおよびジヒドロストレ

プトマイシンに高い耐性率を示した｡C.coJfは,アミノグリコシド系,マクロライド系,

テトラサイクリン系およびキノロン系の抗菌性物質に対し,C.火ル雨より高い耐性率を

示した｡また,わが国の鶏におけるフルオロキノロン耐性率が低いことを明らかにした｡

次いで,フルオロキノロン耐性C.虎畑山が分離されたブロイラー農場のうち2農場(農

場1:開放鶏舎で,抗菌性物質は飼料添加物としてのみ使用されていた;農場2:ウインド

レス鶏舎で,飼料添加物も含め,抗菌性物質は使用ざれていなかった)の鶏群から経時的

にカンピロバクターを分離し,薬剤耐性型と遺伝子型を調べた｡農場1では2001年の調

査から1年半後にも同一の薬剤耐性型(フルオロキノロンおよびオキシテトラサイクリン

耐性)および遺伝子型のC.虎ル両が分離され,別の感受性クローンの侵入も認めた｡農

場2では薬剤耐性クローンを含め異なるクローンの進入が繰り返ざれた｡薬剤の選択圧
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のない条件下で薬剤耐性クローンの増減を認めた｡

さらに,日本におけるカンピロバクター腸炎の感染源を解明するため,人由来および家

畜由来カンピロバクターの薬剤耐性,血清型および鞭毛蛋白遺伝子(flaA)型を比較した｡

ブロイラーおよびレイヤー由来C.虎ル雨のアンピシリンに対するMIC90値は,人および

牛由来株より高かった｡人および豚由来C.coJfのジヒドロストレプトマイシンおよびエ

リスロマイシンの耐性率はブロイラーおよびレイヤー由来より高かった｡flaA制限酵素

パターンを解析し,5クラスターに分類された｡クラスターⅠは人および牛由来株のみか

ら構成され,クラスターⅠⅠⅠ,ⅠⅤおよびⅤは人,牛およびブロイラー由来株から構成され

た｡人由来株は家畜由来株と同様の性状を示し,人は,鶏肉からだけでなく,牛および豚

からも畜産物等を経由して感染していると考えられた｡

今後､家畜由来の薬剤耐性カンピロバクターの人の健康へのリスクについて解析する必

要がある｡本研究は､日本における､家畜由来の薬剤耐性カンピロバクターの公衆衛生上

の影響を議論するための重要な基礎資料となると考えられる｡

審 査 結 果 の 要 旨

申請者石原加奈子君の学位論文は日本における薬剤耐性カンピロバクターの疫学的研究を

行ったものである｡

氏は初めに家畜由兵力ンピロバクターの薬剤感受性モニタリングをおこなった｡1999年6

月から2001年3月に全国47都道府県の家畜の糞便由来カンピロバクター468株を収集し,薬

剤感受性を調べた｡カンピロバクターはオキシテトラサイクリンおよびジヒドロストレプト

マイシンに高い耐性率を示した｡C∂叩〆0わ∂Cr訂CO〟はアミノグリコシド系,マクロライ

ド系,テトラサイクリン系およびキノロン系の抗菌性物質に対し,C廊u血より高い耐性率

を示した｡また,わが国の鶏におけるフルオロキノロン耐性率が低いことを明らかにした｡

次いで,フルオロキノロン耐性C廊皿が分離されたブロイラー農場のうち2農場(農場

1:開放鶏舎で,抗菌性物質は飼料添加物としてのみ使用ざれていた;農場2:ウインドレ不

鶏舎で,飼料添加物も含め,抗菌性物質は使用されていなかった)の鶏群から経時的にカン

ピロバクターを分離し,薬剤耐性型と遺伝子型を調べた｡農場1では2001年の調査から1年

半後にも同一の薬剤耐性型(フルオロキノロンおよびオキシテトラサイクリン耐性)および

遺伝子型のC.廊unが分離され,別の感受性クローンの侵入も認めた｡農場2では薬剤耐性

クローンを含め異なるクローンの侵入が繰り返された｡薬剤の選択圧のない条件下で薬剤耐

性クローンの増減を認めた｡

さらに,日本におけるカンピロバクター腸炎の感染源を解明するため,人由来および家畜

由来カンピロバクターの薬剤耐性,血清型および鞭毛蛋白遺伝子(舶A)型を比較した｡ブ

ロイラーおよびレイヤー由来C.廊U刀めアンピシリンに対するMIC90値は,人および牛由
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来株より高かった｡人および豚由来Ccoガのジヒドロストレプトマイシンおよびエリスロマ

イシンの耐性率はブロイラーおよびレイヤー由来より高かった｡舶A制限酵素パターンを解

析し,5クラスターに分類された｡クラスターⅠは人および牛由来株のみから構成され,ク

ラスターⅠⅠⅠ,ⅠⅤおよびⅤは人,牛およびブロイラー由来株から構成された｡人は,鶏肉から

だけでなく,牛および豚からも畜産物等を経由して感染していると考えられた｡

以上の結果から,カンピロバクターの薬剤耐性率は,菌種および由来動物により異なり,

日本の家畜由来C.廊u血のフルオロキノロン耐性率は,比較的低いことが示ざれた｡抗菌剤

による選択圧のないブロイラー農場における薬剤耐性C.J¢u血の増減を認めた｡薬剤耐性,

血清型および鮎A遺伝子型を比較した結果,人は,鶏肉からだけでなく,牛および豚からも

畜産物等を経由してカンピロバクタ一に感染していると考えられた｡

以上について,審査委貞全貞一敦で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究科の学位論文

として十分価値があると認めた｡
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